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生
活
保
護
は
︑
日
本
国
憲
法
第
25

条
の
定
め
に
基
づ
き
︑
現
に
暮
ら
し

に
困
っ
て
い
る
国
民
の
誰
も
が
受
け

ら
れ
ま
す
︒
﹁
病
気
や
け
が
な
ど
で

収
入
が
な
い
﹂
﹁
働
い
て
い
て
も
収

入
が
少
な
い
﹂
な
ど
︑
生
活
費
や
住

宅
費
︑
医
療
費
等
に
困
っ
て
い
る
方

に
そ
の
不
足
分
を
補
う
と
と
も
に
︑

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
︒

生
活
保
護
は
︑
国
の
決
め
た
保
護

基
準
︵
最
低
生
活
費
︶
と
そ
の
世
帯

の
収
入
を
比
較
し
て
︑
収
入
が
保
護

基
準
を
下
回
る
場
合
に
︑
そ
の
不
足

す
る
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

た
だ
し
︑
生
活
保
護
に
優
先
し
て
︑

次
の
よ
う
な
世
帯
の
状
況
に
応
じ
た

努
力
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
︒

○
預
金
や
土
地
な
ど
の
資
産
を
活
用

す
る

○
働
け
る
人
は
能
力
に
応
じ
て
働
く

○
親
子
︑
兄
弟
姉
妹
な
ど
か
ら
で
き

る
だ
け
援
助
を
受
け
る

○
年
金
や
各
種
手
当
な
ど
他
の
法
律

な
ど
の
給
付
を
活
用
す
る

﹇
相
談
窓
口
﹈

深
川
地
域
︑
東
砂
�
～
�
丁
目
︑
南

砂
︑
新
砂
に
お
住
ま
い
の
方
：
保
護

第
一
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶

24

☎
(
�
�
	


)
�
�

�

℻
(
�
�
	
�
)
	
�
�
�

亀
戸
︑
大
島
︑
北
砂
︑
東
砂
�
～



丁
目
︑
夢
の
島
︑
新
木
場
︑
若
洲
に

お
住
ま
い
の
方
：
保
護
第
二
課
︵
大

島
	
︱



︱

�
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

�
階
︶
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パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
な
ど
︑
親
し

い
間
柄
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
い
か
な
い
︑
相
手
の
言
動

に
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
日
常
生
活
の
中

で
︑
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
自
分
の

気
持
ち
を
素
直
に
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
︑
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
を
通
し
て
学
び
ま
す
︒
心
地
よ

い
人
間
関
係
を
築
く
力
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
︒

▢時
�
月

日
・

日
︵
土
曜
全
�

16

30

回
︶
︑
午
前

時
～
正
午

▢場
男
女

10

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
�
階
第
�

�
月
�
日
現
在
で
︑
全
国
一
斉
に

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
︒

こ
の
調
査
は
︑
我
が
国
の
製
造
業

の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒
調
査
結
果
は
︑
行
政

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
︑

ま
た
︑
学
術
研
究
︑
市
場
予
測
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
︒

調
査
は
従
業
者
	
人
以
上
の
製
造

業
の
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
︒

た
だ
し
︑
規
模
を
把
握
す
る
た
め
︑

す
べ
て
の
製
造
業
事
業
所
に
対
し
て
︑

事
業
所
名
や
従
業
者
数
な
ど
の
確
認

に
伺
い
ま
す
︒



月
中
旬
に
統
計
調
査
員
が
対
象

の
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
︑
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
地
域
振
興
課
統
計
調
査
係
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・
�
研
修
室
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ

22

ル
シ
テ
ィ
江
東
内
︶
▢人
女
性

人
30

︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢師
中
川
浩

子
︵
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ィ
�
な

か
ま
�
臨
床
心
理
士
︶
▢保
幼
児
︵
�

歳
�
か
月
～
就
学
前
︶

人
程
度
︵
無

10

料
・
申
込
時
要
予
約
︶

▢申


月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

15

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
※
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す
︒
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江
東
区
で
暮
ら
す
外
国
人
は
︑
平

成

年
�
月
�
日
現
在
︑
�
�
︑�

30
�
�
人
︑
お
よ
そ

人
に
�
人
で
す
︒

18

観
光
や
仕
事
で
江
東
区
に
訪
れ
る
外

国
人
も
含
め
︑
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら

集
ま
る
人
々
は
︑
多
様
な
文
化
や
価

値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て

い
ま
す
︒
し
か
し
︑
言
語
︑
文
化
︑

宗
教
︑
生
活
習
慣
の
違
い
や
こ
れ
ら

へ
の
無
理
解
か
ら
︑
外
国
人
に
対
す

る
差
別
や
偏
見
が
み
ら
れ
ま
す
︒
外

国
人
が
急
増
す
る
な
か
で
外
国
人
の

﹁
人
権
﹂
の
視
点
か
ら
︑
差
別
や
偏

見
を
な
く
し
て
共
生
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
考
え
ま
す
︒

▢時

▢内
上
表
の
と
お
り
︵
全
�
回
︶

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
第

�
会
議
室
︵
東
陽
	
︱

︱

�
︶
︑
�

11

月

日
は
︑
高
麗
博
物
館
︵
新
宿
区

30
大
久
保
�
︱

︱

�
第
二
韓
国
広
場

12

ビ
ル
�
階
︶※
現
地
集
合
︑現
地
解
散

▢人
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

人
※
第
�
回
は

人
︵
申
込
順
︑希

40

30

望
す
る
回
の
み
の
受
講
も
可
︶
▢費

無
料

▢保
�
歳
�
か
月
～
未
就
学
児

人
︵
各
開
催
日
の
�
週
間
前
ま
で

10

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

こ

う

と

う

活い

き
粋い

き

体
操
を
覚
え
て
︑

地
域
で
の
自
主
的
な
介
護
予
防
活
動

に
役
立
て
て
い
く
た
め
の
講
座
で
す
︒

す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
る
方
︑

こ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た

い
方
︑
興
味
の
あ
る
方
︑
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
︒

▢時

▢内
上
表
の
と
お
り
︵
全
�
回
︶

午
後
�
時
半
～
�
時
半

▢場
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ル
ネ
サ
ン
ス
北
砂
︵
北
砂

�
︱

︱

�
︶
▢人
区
民
で
介
護
予

16

防
に
関
心
を
持
ち
地
域
で
介
護
予
防

福
祉
会
館
は
︑
区
内
に
居
住
す
る

歳
以
上
の
方
と
障
害
を
持
つ
方
が

60﹁
生
き
が
い
・
仲
間
・
健
康
づ
く
り
﹂

﹁
介
護
予
防
﹂
を
目
標
に
活
動
を
行

っ
て
い
る
施
設
で
す
︒

レ
ク
ダ
ン
ス
︑
民
踊
︑
民
謡
︑
歌

て
利
用
さ
れ
る
際
に
持
参
く
だ
さ
い
︒

▢場
左
表
の
と
お
り

▢費
無
料
︵
事
業
に
よ
り
︑
材
料
費

等
か
か
る
場
合
あ
り
︶

▢問
各
福
祉
会
館

唱
︑
囲
碁
︑
将
棋
な
ど
各

館
特
色
あ
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
通
し
て
︑
趣
味
づ

く
り
︑
仲
間
づ
く
り
が
で

き
ま
す
︒

ま
た
︑
健
康
で
長
生
き

を
す
る
た
め
に
介
護
予
防

事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
︒

体
操
や
保
健
に
関
す
る
指

導
な
ど
︑
各
館
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
﹁
健
康
﹂
で

過
ご
せ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
︒

ご
利
用
に
は
︑
入
館
票

が
必
要
で
す
︒
入
館
票
の

作
成
に
は
健
康
保
険
証
な

ど
の
住
所
︑
氏
名
︑
生
年

月
日
が
証
明
で
き
る
も
の

が
必
要
で
す
の
で
︑
初
め

［開館日］火〜土曜、第2・4日曜(敬老の日以
外の祝日および年末年始は休館)
［開館時間］9：00〜17：00

開館日および時間

※各館の事業、行事の情報は区ホームページまたは各館にお問い合わせください。

東陽福祉会館(東陽6-2-17高齢者総合福祉セ
ンター1階)☎3647-8180、℻3647-8129

塩浜福祉会館(塩浜2-5-20塩浜福祉プラザ2
階)☎3647-3901、℻3647-1941

大島福祉会館(大島4-5-1総合区民センター3
階)☎3637-2581、℻3637-2881

亀戸福祉会館(亀戸1-24-6)
☎3685-8208、℻3683-4851

東砂福祉会館(東砂7-15-3)
☎3646-0461、℻3648-9247

古石場福祉会館(古石場1-11-11)
☎3641-9531、℻3641-9531

［開館日］月〜土曜、第1・3・5日曜(こども
の日・敬老の日以外の祝日および年末年始
は休館)
［開館時間］9：00〜19：00(日曜、祝日は18：
00まで)

千田福祉会館(千田21-18)
☎3647-0108、℻3647-0109

館名

野津美由紀(NPO法人難

民支援協会広報部コーデ

ィネーター)

横田貴之(明治大学情報

コミュニケーション学部

准教授)

講師

6／26(火)

19：00〜20：30
2

6／30(土)

13：30〜16：00
3

6／19(火)

19：00〜20：30
1

日程回

高麗博物館と歩く｢多文化共生｣を

めざす街、新宿

日本の難民問題

〜難民受け入れの現状と課題〜

もっと知ろう！イスラーム

〜イスラームが歩んだ歴史的背景

を学ぶ〜

テーマ

原田京子(高麗博物館理

事長)

6／7〜7／26の木曜

(全8回)

13：30〜15：30

※別日程で見学実習

あり

日程

［講義］

介護予防・転倒予防

栄養と口腔機能

高齢者が運動を行う際の注意

認知症予防・対応

ボランティア活動の心得

［実技］

KOTO活き粋体操

体力測定の実施 など

内容
に
予
約
※
第
�
回
は
除
く
︶
﹇
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
﹈各
開
催
日
の
�

週
間
前
ま
で
に
予
約

▢締
各
開
催
日
の
前
日

▢申


月

日
︵
水
︶
か
ら
電
話
︑

16

窓
口
︑
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
①
氏
名

︵
ふ
り
が
な
︶
②
住
所
③
電
話
番
号

④
希
望
す
る
回
⑤
保
育
の
希
望
の
有

無
︵
希
望
の
場
合
は
お
子
さ
ん
の
氏

名
︑
ふ
り
が
な
︑
生
年
月
日
︑
さ
く

ら
ん
ぼ
保
育
室
利
用
経
験
の
有
無
を

記
入
︶
⑥
手
話
通
訳
ま
た
は
要
約
筆

記
の
希
望
の
有
無
を
記
入
し
︑
人
権

推
進
課
人
権
推
進
担
当
へ

※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で

き
ま
す
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c
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活
動
が
で
き
る
方
︑
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
で
き
る
方

人
︵
抽
選
︶

20

▢費
無
料

▢申


月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

15

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ル
ネ
サ
ン
ス
北
砂

︵
午
前

時
～
午
後


時
︶
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▢問
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
ケ
ア
係
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